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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
デジタル放送を受信してＥＰＧ情報および映像信号を出力する第１のチューナ部及び第２
のチューナ部を有するデジタルチューナ手段と、
前記デジタルチューナ手段の出力であるＥＰＧ情報に含まれるコピー制御情報を解読する
コピー制御情報解読部と、
前記第１のチューナ部の出力である第１の映像信号と前記コピー制御情報解読部で解読さ
れた前記第１の映像信号に対応するコピー制御情報を含む第１の記録用映像データを作成
する第１記録用映像作成部と、
前記第２のチューナ部の出力である第２の映像信号と前記コピー制御情報解読部で解読さ
れた前記第２の映像信号に対応するコピー制御情報を含む第２の記録用映像データを作成
する第２記録用映像作成部と、
後述する予約情報記録部からの指令に基づいて、前記デジタルチューナ手段に前記第１チ
ューナ部および前記第２チューナ部の何れの映像信号を出力するかを指示し、前記第１の
記録用映像データおよび前記第２の記録用映像データの何れかを出力するチューナ切替部
と、
ユーザにより入力された番組の予約情報に対して前記コピー制御情報解読部の出力である
コピー制御情報を割当て、時系列的に前の第１の予約番組と後の第２の予約番組とが時系
列的に連続しており、かつ、前記第１の予約番組と前記第２の予約番組のコピー制御情報
が互いに異なることを検出した場合に、
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前記第１の予約番組の映像信号が前記第１のチューナ部の出力である前記第１の映像信号
であり前記チューナ切替部が前記第１の記録用映像データを出力するときは、一定時刻に
前記チューナ切替部に対して、前記第２の予約番組の映像信号を前記第２のチューナ部の
出力である前記第２の映像信号に切替えさせ、前記第２の記録用映像データを出力するよ
うに切替えさせる予約情報記録部と、
を有する制御手段と、
を備えたデジタル放送受信装置。
【請求項２】
前記予約情報は、前記デジタルチューナ手段で受信されたＥＰＧ情報であることを特徴と
する請求項１に記載のデジタル放送受信装置。
【請求項３】
前記一定時刻は、連続受信される番組と番組とが切替わる時刻より一定時間前であること
を特徴とする請求項２に記載のデジタル放送受信装置。
【請求項４】
前記一定時間は、１分であることを特徴とする請求項３に記載のデジタル放送受信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタル放送を受信時にコピー制御情報が切替っても映像出力を継続するこ
とができるデジタル放送受信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタル放送には映像信号と共に、その映像信号の記録の可否及び記録できる回数を制
御するコピー制御信号が付加されている。そのコピー制御信号から得たコピー制御情報に
従って映像信号の記録の可否を判断している。この技術内容は、たとえば、特開２００３
－２２６１０号公報に開示されている。
【０００３】
　コピー制御信号には、「コピーフリー」、「コピーワンス」、「コピー禁止」などを意
味する信号がある。これらのコピー制御信号は、電子番組ガイド（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ
　Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｇｕｉｄｅ）情報（以下、「ＥＰＧ情報」という。）により放送予定
の番組データと共に送信されている。また、現在放送中の番組は映像信号と共にコピー制
御信号が送信されている。そして、デジタル放送受信装置はそのコピー制御情報に基づき
映像出力の制御を行っている。
【０００４】
　図８は、従来のデジタル放送受信装置８００の構成を示すブロック図である。図８にお
いて、デジタル放送受信装置８００は、デジタルチューナ部８１０と、制御部８２０と、
表示部８３０と、外部出力部８４０と、リモコン受信部８６０から構成される。また、ア
ンテナ８１５と外部機器８４１とリモコン８６１が接続されている。
【０００５】
　デジタルチューナ部８１０には、アンテナ８１５が接続されており、アンテナ８１５で
受信したテレビ放送電波を映像信号に変換し、制御部８２０に出力する。そして、制御部
８２０が表示部８３０および外部出力部８４０に映像信号を出力する。
【０００６】
　視聴者がリモコン８６１により視聴予約や録画予約を行うとき、リモコン受信部８６０
経由で制御部８２０が番組の予約情報を入力する。そのとき入力された番組の予約情報を
予約情報記録部８２６が記録する。予約情報記録部８２６は、予約番組の日付、時間、チ
ャンネルの番組等の予約情報を記録し管理する。
【０００７】
　予約情報記録部８２６に記録された予約番組の開始時刻になると、記録用映像作成・映
像出力部８２１がチューナ部８１１にチャンネル切替の指示を送り、チューナ部８１１か
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ら番組映像を入力して記録用映像データを作成し、表示部８３０と外部出力部８４０に映
像信号を出力する。
【０００８】
　しかしながら、従来のデジタル放送受信装置では、受信している映像信号のコピー制御
信号が切替るとコピー制御信号に合わせた記録用映像データの作成と映像信号の出力処理
を行うので、映像に１～２秒の途切れが生じる。
【０００９】
　例えば、２つの番組を連続して記録する場合であって、最初の番組がコピーフリー、２
つ目の番組がコピーワンスのコピー制御信号が付加されているとする。この場合、最初の
番組から２つ目の番組へ変わるときに映像信号の出力処理を、記録フリー（コピーフリー
）から１回のみ記録可（コピーワンス）に切替えるため、記録用映像データの作成時間の
１～２秒間映像信号を停止させる。そのため、２つ目の番組では番組の冒頭の映像が出力
されないため、番組タイトルがわからなかったりすることがある。
【００１０】
　このように従来のデジタル放送受信装置では、１つのデジタルチューナから出力する映
像信号のコピー制御情報が切替ると、そのデジタルチューナの映像信号の出力処理を切替
えなければいけない。従って、一旦映像出力を停止してからコピー制御情報に合った映像
信号の出力処理に切替えを行い、映像出力を再開しなければならないという問題があった
。
【発明の開示】
【００１１】
　本発明は、デジタル放送の映像を出力中にコピー制御情報が切替っても、内蔵の映像記
録部や、記録装置および表示装置などの外部機器に継続して映像出力することができるデ
ジタル放送受信装置を提供する。
【００１２】
　本発明に係るデジタル放送受信装置は、デジタル放送を受信して番組の映像信号および
コピー制御情報を出力する複数のチューナを有するデジタルチューナ部と、このデジタル
チューナ部から出力されたコピー制御信号に基づいて、複数のチューナからの映像信号の
一つを選択する制御部とを備える。
【００１３】
　本発明により、デジタル放送を受信中にコピー制御情報が切替っても、内蔵の映像記録
部や、記録装置および表示装置の外部機器に継続して映像出力することが可能となり、コ
ピー制御信号が切替った番組の冒頭で映像が途切れることなく、番組の映像を出力するこ
とができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下本発明を実施するための最良の形態について、図面を参照しながら説明する。
【００１５】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１におけるデジタル放送受信装置１００の構成を示すブロ
ック図である。図１において、デジタル放送受信装置１００は、デジタルチューナ部１１
０と、制御部１２０と、表示部１３０と、外部出力部１４０と、映像記録部１５０と、リ
モコン受信部１６０から構成される。また、デジタル放送受信装置１００には、アンテナ
１１５と外部機器１４１とリモコン１６１が接続されている。
【００１６】
　デジタルチューナ部１１０にアンテナ１１５が接続されており、アンテナ１１５で受信
したテレビ放送電波を映像信号に変換し、制御部１２０に出力する。また、アンテナ１１
５で受信したテレビジョン放送電波からＥＰＧ情報を抽出し、制御部１２０に出力する。
デジタルチューナ部１１０は、第１チューナ部１１１と第２チューナ部１１２を備えてい
る。通常の番組視聴では第１チューナ部１１１が動作して映像信号を制御部１２０に出力
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する。第２チューナ部１１２は、２つの番組を２画面表示するときやコピー制御信号が異
なる連続番組を視聴予約および記録予約するときに、制御部１２０のチューナ切替指示に
より動作する。
【００１７】
　図２は本発明の実施の形態１における電子番組ガイドの表示例を示す図である。図２に
おいて、放送チャンネルが８ｃｈで１３：００から１４：００までの番組Ａがコピーフリ
ーで、１４：００から１５：００までの番組Ｂがコピーワンスのコピー制御信号が付加さ
れているとき、制御部１２０は番組Ａを第１チューナ部１１１で、番組Ｂをチューナ部１
１２で出力するように指示する。デジタルチューナ部１１０は番組Ａの間、つまり、１３
：００から１４：００までは第１チューナ部１１１から映像信号を制御部１２０に出力す
る。そして、番組Ｂが開始する１４：００からは第２チューナ部１１２から映像信号を制
御部１２０に出力する。そのとき、第２チューナ部１１２は、制御部１２０の指示により
番組Ｂのコピーワンス状態で映像信号を出力するように１３：５９から映像信号を出力す
る。
【００１８】
　制御部１２０は、第１記録用映像作成部１２１と第２記録用映像作成部１２２、チュー
ナ切替え部１２４と、コピー制御情報解読部１２５と、予約情報記録部１２６とを備えて
いる。
【００１９】
　第１記録用映像作成部１２１は、デジタルチューナ部１１０の第１チューナ部１１１の
映像信号を入力し、コピー制御信号に合った記録用映像データ作成処理を行い、記録用映
像データをチューナ切替部１２４に出力する。同様に、第２記録用映像作成部１２２は、
デジタルチューナ部１１０の第２チューナ部１１２の映像信号を入力し、コピー制御信号
に合った記録用映像データ作成処理を行い、記録用映像データをチューナ切替部１２４に
出力する。つまり、制御部１２０は、デジタルチューナ部１１０のチューナ部の数量と同
じ記録用映像作成部を備えている。
【００２０】
　チューナ切替え部１２４は、デジタルチューナ部１１０に第１チューナ部１１１、ある
いは、第２チューナ部１１２のどちらから映像信号を出力するかを指示し、デジタルチュ
ーナ部１１０から出力された映像信号を第１記録用映像作成部１２１または第２記録用映
像作成部１２２でコピー情報に応じて作成された記録用映像データを入力し、表示部１３
０と外部出力部１４０と映像記録部１５０に出力する。それゆえ、図２において１４：０
０から開始する番組Ｂを番組の冒頭で映像の途切れがない映像信号で出力を行うことがで
きる。
【００２１】
　コピー制御情報解読部１２５は、デジタルチューナ部１１０から出力されたＥＰＧ情報
を取り込み、ＥＰＧ情報に含まれているコピー制御情報を解読する。図２に示すＥＰＧ情
報のように、コピー制御情報には「コピーフリー」、「コピーワンス」、「コピー禁止」
などの種類がある。コピー制御情報解読部１２５は、現在視聴している番組や放送予定の
番組毎にコピー制御情報を予約情報記録部１２６に出力する。
【００２２】
　視聴者がリモコン１６１により視聴予約や録画予約を行うとき、リモコン受信部１６０
経由で制御部１２０が番組の予約情報を入力する。そのとき入力された番組の予約情報を
予約情報記録部１２６が記録する。更に、記録した予約番組に対し、コピー制御情報解読
部１２５から入力したコピー制御情報を割当て、図３のように予約番組の日付、時間、チ
ャンネル、番組名、コピー制御情報の番組の予約情報を記録および管理する。
【００２３】
　そして、予約情報記録部１２６は、複数の予約番組が連続しており、かつ、コピー制御
情報が異なっていると判断したとき、前の番組と後の番組の映像信号を出力するチューナ
部と記録用映像作成部を切替えるように使用チューナ部と記録用映像作成部を決定する。
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そして、予約情報記録部１２６は、チューナ切替部１２４経由でデジタルチューナ部１１
０にチューナ切替え指示を行う。
【００２４】
　例えば、番組Ａと番組Ｂ、および、番組Ｆと番組Ｌのように時間帯が連続しており、か
つ、連続する番組間のコピー制御情報が異なる番組の予約がある場合、第１記録用映像作
成部１２１および第２記録用映像作成部１２２はデジタルチューナ部１１０からの映像信
号を、それらのコピー制御信号に合った記録用データ作成処理を行って、映像信号を出力
しなければならない。そのため、１つのチューナで映像信号の出力を行おうとすると、コ
ピー制御信号が切替る瞬間(この場合は番組Ａが番組Ｂに切替わる時（１４：００）、お
よび番組Ｆが番組Ｌに切替わる時（１６：００）)、映像出力制御を切替えるため映像出
力が１～２秒停止してしまう。この現象を回避するために、番組Ａおよび番組Ｆを第１チ
ューナ部１１１と第１記録用映像作成部１２１からの映像信号出力とし、番組Ｂおよび番
組Ｌを第２チューナ部１１２と第２記録用映像作成部１２２からの映像信号出力として設
定する。そして、番組Ｂおよび番組Ｌを第２チューナ部１１２から映像信号出力する際、
番組の開始１分前から該当する番組のコピー制御情報にあった映像信号処理で映像信号を
出力する。
【００２５】
　表示部１３０は、デジタルチューナ部１１０から入力された映像信号や図２のようなＥ
ＰＧ情報を制御部１２０経由で入力し番組映像を表示したり、図３のような番組の予約情
報を表示したりする。
【００２６】
　外部出力部１４０は、デジタルチューナ部１１０から入力された映像信号を制御部１２
０経由で入力し外部機器１４１に出力する。そのとき、外部出力部１４０は映像信号と共
にコピー制御信号も出力して外部機器１４１への番組の記録制御を行う。
【００２７】
　外部出力部１４０には、ビデオレコーダやＤＶＤレコーダなどの外部機器１４１が接続
されている。外部機器１４１は、デジタル放送受信装置１００で受信したデジタル放送の
映像信号を外部出力部１４０から入力し、コピー制御情報が「コピー禁止」になっていな
ければ映像信号を記録することができる。よって、この例の場合、番組Ｆのコピー制御情
報が「コピー禁止」なので、番組Ｆの映像信号は外部機器１４１には記録されない。
【００２８】
　映像記録部１５０は、デジタル放送受信装置１００に内蔵された番組を記録するための
ハードディスクなどの記録装置で、デジタルチューナ部１１０から入力された映像信号を
制御部１２０経由で入力し、番組のコピー制御情報が「コピーフリー」或いは「コピーワ
ンス」のとき、番組を記録することができる。従って、この例の場合、番組Ｆは映像記録
部１５０には記録されない。また、記録した番組をリモコン１６１からの再生指示により
、チューナ切替部１２４経由で表示部１３０に再生表示することができる。なお、表示部
１３０への再生表示は、番組のコピー制御情報に関係なく実行される。
【００２９】
　また、リモコン受信部１６０はデジタル放送受信装置１００の外部にあるリモコン１６
１からの赤外線による制御信号を受信し、その制御信号を制御部１２０に伝達する。制御
部１２０は、リモコン１６１からの制御信号に従って、チャンネル切替え、ＥＰＧ表示な
どの一般的な制御の他に、番組の視聴予約や録画予約などを行う。
【００３０】
　図４は本発明の実施の形態１のデジタル放送受信装置１００における番組予約のフロー
チャートである。以下、図４を用いて、本発明における番組予約の流れについて、説明す
る。
【００３１】
　[１]　視聴者がリモコン１６１を使って、番組の視聴予約あるいは録画予約を行う。す
ると、その予約番組の日付、時間、チャンネル、番組名を予約情報として、制御部１２０
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が予約情報記録部１２６に記録する（Ｓ４１０）。
【００３２】
　[２]　コピー制御情報解読部１２５はデジタルチューナ部１１０から入力したＥＰＧ情
報を解読して得たコピー制御情報を予約情報記録部１２６に出力している。予約情報記録
部１２６は記録した予約番組の日付、時間、チャンネル、番組名の予約情報に基づいて、
コピー制御情報解読部１２５が出力しているコピー制御情報から予約番組に該当するコピ
ー制御情報を取得する（Ｓ４２０）。
【００３３】
　[３]　複数の番組が予約されたとき、各予約番組において前の予約番組と放送時間が連
続しているか確認する（Ｓ４３０）。
【００３４】
　[４]　前の予約番組と連続していない場合、デジタルチューナ部１１０の使用するチュ
ーナを基準のチューナである第１チューナ部１１１に設定する（Ｓ４６０）。
【００３５】
　[５]　ステップＳ４３０で前の予約番組と連続しているとき、前の予約番組とコピー制
御情報が異なるか確認する（Ｓ４４０）。
【００３６】
　[６]　前の予約番組とコピー制御情報が異なる場合、使用するチューナを前の予約番組
が使用するチューナと異なるチューナに設定する（Ｓ４５０）。コピー制御信号の切替に
よる映像信号の途切れを発生させないため、デジタルチューナ部１１０のチューナの切替
が必要であると判断するからである。例えば、図３の番組Ａと番組Ｂ、および、番組Ｆと
番組Ｌは放送時間が連続しており、かつ、コピー制御信号が異なるので、番組Ｂおよび番
組Ｌで使用するチューナは、番組Ａおよび番組Ｆで使用する第１チューナ部１１１と異な
る第２チューナ部１１２に設定される。
【００３７】
　[７]　ステップＳ４４０で前の予約番組とコピー制御情報が異ならない場合、デジタル
チューナ部１１０の使用するチューナを基準のチューナである第１チューナ部１１１に設
定する（Ｓ４６０）。
【００３８】
　以上のステップの流れにより、予約番組の日付、時間、チャンネル、番組名、コピー制
御情報および使用チューナの予約情報を予約情報記録部１２６に記録することができる。
【００３９】
　図５は、本発明の実施の形態１における予約内容処理を示すフローチャートである。以
下、図５を用いて、本発明における予約内容処理の流れを説明する。
【００４０】
　[１]　予約情報記録部１２６に記録された予約情報を確認し、現在時刻が最も近い将来
の予約番組の開始時刻の２分前かどうかを確認する。現在時刻が予約番組の開始時刻の２
分前でない場合は、現在時刻が予約番組の開始時刻の２分前になるまで待機する（Ｓ５１
０）。例えば、図３では現在時刻が最も近い予約番組は番組Ａの１３時であるので、現在
時刻が１２：５８かどうかを確認する。
【００４１】
　[２]　現在時刻が予約番組の開始時刻の２分前になると、デジタルチューナ部１１０の
チューナ部が使用されているかどうか確認する（Ｓ５２０）。デジタルチューナ部が使用
されない場合は、何もせずにステップＳ５４０に進む。
【００４２】
　[３]　デジタルチューナ部が使用される場合は、制御部１２０が表示部１３０を使用し
て、「間もなく予約番組を開始します。」と予約番組の開始を視聴者に通知する（Ｓ５３
０）。なお、この通知は現在時刻が予約番組の開始時刻の１分前になるまで実行される。
【００４３】
　[４]　現在時刻が予約番組の開始時刻の１分前かどうかを確認する（Ｓ５４０）。
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【００４４】
　[５]　現在時刻が予約番組の開始時刻の１分前になると、予約情報に記録されている番
組を設定された使用チューナで映像信号の出力を開始する（Ｓ５５０）。例えば、図３で
は１２：５９から番組Ａの映像信号の出力が開始され、チューナ切替部１２４へ入力され
る。
【００４５】
　以上のステップの流れにより、予約内容処理が実行される。
【００４６】
　図６は本発明の実施の形態１におけるチューナ部切替え処理を示すフローチャートであ
る。以下、図６を用いて、本発明におけるチューナ部切替え処理の流れを説明する。
【００４７】
　予約番組の映像出力が開始され、図６の開始時点から映像出力を行っている番組を前の
予約番組とし、図６で前の予約番組に連続して開始する番組を後の予約番組とする。
【００４８】
　[１]　今の予約番組の映像信号を開始した後、予約情報記録部１２６に記録された予約
情報を確認し、前の予約番組と後の予約番組との放送時間が連続しているかどうか確認す
る（Ｓ６１０）。
【００４９】
　[２]　前の予約番組と後の予約番組との放送時間が連続していない場合、前の予約番組
の終了時間で映像出力を終了する（Ｓ６３０）。
【００５０】
　[３]　ステップＳ６１０で前の予約番組と後の予約番組との放送時間が連続している場
合、現在時刻が後の予約番組の開始時刻の１分前かどうかを確認する（Ｓ６２０）。例え
ば、図３では前の予約番組である番組Ａと後の予約番組である番組Ｂとの放送時間は連続
しているので、現在時刻が番組Ｂの開始時刻（１４：００）の1分前である１３：５９か
どうかを確認する。なお、現在時刻が後の予約番組の開始時刻の１分前でない場合は、現
在時刻が後の予約番組の開始時刻の１分前になるまで待機する。
【００５１】
　[４]　現在時刻が後の予約番組の開始時刻の１分前になると、前の予約番組と後の予約
番組のコピー制御情報が異なるか確認する（Ｓ６４０）。
【００５２】
　[５]　ステップＳ６４０で、前の予約番組と後の予約番組のコピー制御情報が異ならな
い場合、前の予約番組で使用しているチューナのままで映像信号を出力し続ける（Ｓ６６
０）。
【００５３】
　[６]　ステップＳ６４０で、前の予約番組と後の予約番組のコピー制御情報が異なる場
合、使用するチューナを前の予約番組が使用しているチューナと異なるチューナに設定し
、記録用映像作成部からの映像信号の出力を開始させる（Ｓ６５０）。コピー制御信号の
切替による映像信号の途切れを発生させないため、デジタルチューナ部１１０のチューナ
の切替が必要であると判断するからである。そして、使用するチューナを前の予約番組が
使用しているチューナと異なるチューナに設定し、記録用映像作成部からの映像信号の出
力を開始させる。例えば、図３において、前の予約番組である番組Ａから後の予約番組で
ある番組Ｂに切替るとき、使用するチューナは、図１のデジタルチューナ部１１０の第１
チューナ部１１１から第２チューナ部１１２に切替えられる。そして、第２記録用映像作
成部１２２からの映像信号の出力が開始される。
【００５４】
　[７]　現在時刻が後の予約番組の開始時刻であるかどうか確認する（Ｓ６７０）。例え
ば、図３では現在時刻が後の予約番組である番組Ｂの開始時刻（１４：００）であるかど
うか確認する。なお、現在時刻が後の予約番組の開始時刻でない場合は、現在時刻が後の
予約番組の開始時刻になるまで待機する。
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【００５５】
　[８]　現在時刻が後の予約番組の開始時刻になった場合、チューナ切替部１２４が前の
予約番組を映像出力しているチューナから後の予約番組を映像出力しているチューナに切
替える（Ｓ６８０）。
【００５６】
　以上のステップの流れにより、チューナ部切替処理が実行される。
【００５７】
　このような構成により、デジタル放送の映像を出力中にコピー制御情報が切替っても、
内蔵の映像記録部や、記録装置および表示装置などの外部機器に継続して映像出力するこ
とができる。
【００５８】
　なお、本実施の形態において、デジタルチューナ部は第１チューナ部と第２チューナ部
の２個のチューナ部を備えるとしたが、図７のように３個以上のチューナ部を備えるとし
ても良い。チューナ部が３個の場合、第１チューナ部で番組を視聴中に、裏番組録画する
連続番組のコピー制御情報が異なったとき、裏番組録画の前の番組を第２チューナ部で映
像出力し、裏番組録画の後の番組を第３チューナ部で映像出力することにより、裏番組録
画の後の番組の冒頭が途切れることなく映像出力することができる。
【００５９】
　なお、本実施の形態において、チューナ切替時などでチューナ部からの映像信号の出力
開始時刻を番組開始時刻の１分前としたが、チューナ部が安定して映像出力が行える時間
が確保できれば１分以下あるいは１分以上としても良い。
【００６０】
　なお、本実施の形態において、前の予約番組が基準のチューナである第１チューナ部と
第１記録用映像作成部とを使用し、後の予約番組が第２チューナ部と第２記録用映像作成
部を使用するとしたが、コピー制御信号が「コピーフリー」或いは「コピー禁止」のとき
に第１チューナ部と第１記録用映像作成部とを使用し、コピー制御信号が「コピーワンス
」のときに第２チューナ部と第２記録用映像作成部とを使用するとしても良い。このよう
にコピー制御情報の種類によって、使用するチューナ部と録用映像作成部とをあらかじめ
決めておくことで、各コピー制御情報に最適のチューナ部と録用映像作成部を使用するこ
とができる。
【産業上の利用可能性】
【００６１】
　本発明に係るデジタル放送受信装置は、デジタル放送を受信中にコピー制御情報が切替
っても、内蔵の映像記録部、表示部および外部機器に継続して映像を出力することができ
る。従って、コピー制御信号が切替った番組の冒頭で映像が途切れることなく、番組の映
像を出力することができ、デジタル放送を受信時にコピー制御情報が切替っても映像出力
を継続することができるデジタル放送受信装置に関するもの等において有用である。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】本発明の実施の形態１におけるデジタル放送受信装置の構成を示すブロック図
【図２】本発明の実施の形態１における電子番組ガイドの表示例を示す図
【図３】本発明の実施の形態１における番組の予約情報を表示する図
【図４】本発明の実施の形態１における番組予約のフローチャート
【図５】本発明の実施の形態１における予約内容処理を示すフローチャート
【図６】本発明の実施の形態１におけるチューナ部切替え処理を示すフローチャート
【図７】本発明の実施の形態１におけるチューナ部を３個持ったデジタル放送受信装置の
構成を示すブロック図
【図８】従来のデジタル放送受信装置の構成を示すブロック図
【符号の説明】
【００６３】
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　１００　　デジタル放送受信装置
　１１０　　デジタルチューナ部
　１１１　　第１チューナ部
　１１２　　第２チューナ部
　１１３　　第３チューナ部
　１１５　　アンテナ
　１２０　　制御部
　１２１　　第１記録用映像作成部
　１２２　　第２記録用映像作成部
　１２３　　第３記録用映像作成部
　１２４　　チューナ切替部
　１２５　　コピー制御情報解読部
　１２６　　予約情報記録部
　１３０　　表示部
　１４０　　外部出力部
　１４１　　外部機器
　１５０　　映像記録部
　１６０　　リモコン受信部
　１６１　　リモコン

【図１】 【図２】
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